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国税局　年頭あいさつ

　平成30年の年頭に当たり、公益社団法人伊勢法人会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申し上げます。
　会員の皆様には、平素から税務行政につきまして深い御理解と格別の御協力を賜り、厚く御礼申し上
げます。

　さて、昨年の管内の経済情勢を振り返りますと、輸出、生産、設備投資の増加、個人消費の持ち直し
などにより、景気は拡大しております。また、この地域においては、2027年予定の「リニア中央新幹線」
の開業を見据えた名古屋駅周辺の再開発が進んでおり、新しい名古屋の玄関口として、名古屋駅直結の
超高層複合ビル「ゲートタワー」が開業するなど大いに活気付いております。
　さらに、経済以外の面に目を向けましても、史上最年少でプロ棋士となった愛知県出身の藤井聡太四
段の活躍や、秋篠宮家の長女・眞子様の御婚約発表といった大変喜ばしい出来事がありました。
　このような中で新しく迎える年が、会員企業の皆様にとって希望の多い充実した年となりますことを
祈念いたしますとともに、貴法人会が引き続き魅力ある事業活動を展開され、会員企業と地域社会の発
展に一層の貢献をされますことを御期待申し上げます。
　ところで、経済活動の国際化・ＩＣＴ化の進展とともに、様々な制度改正が行われるなど、税務行政
を取り巻く環境も大きく変化しております。
　国税当局といたしましては、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」という
国税庁の使命を果たすため、納税者サービスの充実に努めるとともに、適正な申告を行った納税者の皆
様が不公平感を抱かないよう、適正・公平な課税・徴収に努めているところです。
　具体的には、ＩＣＴやマイナンバーの活用による納税者の皆様の利便性の向上と、税務署の内部事務
等の集中処理などの事務運営の最適化を通じて、税務行政のスマート化を目指すことにより、納税者の
皆様の信頼の確保に努めるとともに、納税者の皆様が自発的に納税義務を履行していただけるよう税務
コンプライアンスの向上に取り組む必要があると考えております。
　貴法人会におかれましても、各企業の内部統制面や会計経理面の質的向上に向けて、「自主点検チェ
ックシート」及び「自主点検ガイドブック」を作成し、これを会員企業のみならず一般企業にも配布す
る取組を実施しておられます。
　この取組は、納税者全体の税務コンプライアンスの維持・向上に資するものであり、国税庁の使命に
も合致することから、更なる普及に向けて後押しをさせていただくこととしておりますので、今後も積
極的な取組をお願いいたします。
　また、e －Tax につきましては、添付書類のイメージデータによる提出などの更なる利便性向上施策
の運用が開始されております。皆様には、これまでもe－Taxやマイナンバー制度の普及・定着をはじ
め、消費税の軽減税率制度や税を考える週間、確定申告期における税の啓発活動などに、多大な御支援
をいただいております。
　このような御協力に対しまして、重ねて御礼申し上げますとともに、今後とも変わらぬ御支援・御協
力を賜りますよう、切にお願い申し上げる次第でございます。

　最後になりますが、公益社団法人伊勢法人会の更なる御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事業のま
すますの御繁栄を祈念いたしまして、年頭の御挨拶とさせていただきます。
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